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に
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付
き
、

　
　地
域
を
守
る
！
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消
防
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地
域
に
根
付
き
、
地
域
を
守
る
！

綾
町
消
防
団

地
域
で
高
ま
る

　
　消
防
団
の
重
要
性

　「
放
水
は
じ
め
！
」

　
真
っ
白
な
入
道
雲
が
ま
ぶ
し
い
夏

空
に
響
く
、
大
き
な
掛
け
声
。
消
防

団
員
の
緊
張
感
に
満
ち
た
き
び
き
び

と
し
た
動
き
、
勢
い
よ
く
ホ
ー
ス
か

ら
放
た
れ
る
水
の
き
ら
め
き―

。

　
消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
団
の
各

部
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

す
る
、
消
防
団
活
動
の
中
で
花
形
と

も
言
え
る
行
事
で
、
多
く
の
町
民
が

観
覧
や
応
援
に
詰
め
か
け
ま
す
。
力

強
い
操
法
を
見
て
町
民
は
頼
も
し
く

感
じ
、
子
ど
も
た
ち
は
消
防
車
両
や

団
員
の
様
子
に
「
か
っ
こ
い
い
！
」

と
歓
声
を
あ
げ
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目

で
見
つ
め
て
い
ま
す
。

◆

◆

◆

　
全
国
に
約
２
２
０
０
団
あ
る
消
防

団
。
火
災
や
事
故
、
自
然
災
害
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
に
自
宅
や
職
場
か

ら
現
場
に
駆
け
つ
け
て
、
消
防
隊
員

と
協
力
し
て
消
火
・
救
助
活
動
や
災

害
対
応
を
行
う
、
地
域
に
根
差
し
た

組
織
で
す
。

　
災
害
時
以
外
に
も
、
普
段
か
ら
緊

急
時
に
備
え
、
訓
練
や
機
材
の
整
備

点
検
を
行
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
を
対
象
に
防
災
啓
発
活
動

や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

な
ど
を
使
っ
た
応
急
手
当
の
普
及
・

啓
発
活
動
な
ど
そ
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
頻
発
す
る
大
災
害
を
受

け
、
地
域
防
災
力
の
要
と
し
て
消
防

団
の
重
要
性
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
全
国
的
に
見
る
と
、
こ
の

10
年
間
で
団
員
数
は
５
万
人
近
く
も

減
っ
て
い
ま
す
（
消
防
庁
調
べ
）。

大
幅
増
員
で
消
防
団
の

強
化
を
目
指
す

　
多
く
の
自
治
体
が
団
員
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
中
、
綾
町
消
防
団
は
、

平
成
26
年
に
定
員
を
１
７
０
人
か
ら

２
１
０
人
へ
と
40
人
の
大
幅
増
員
を

行
い
ま
し
た
。
本
部
と
第
1
〜
第
8

部
に
は
、
ポ
ン
プ
車
と
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
き
積
載
車
合
計
10
台
が
配
備

さ
れ
、
18
〜
45
歳
ま
で
の
１
９
０
人

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
郷
土
愛
に
燃

え
る
若
い
世
代
が
増
え
、
た
い
へ
ん

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

防
災
士
の

　
　資
格
取
得
も
推
進

　
綾
町
消
防
団
は
平
成
27
年
度
、
捜

索
と
水
難
事
故
を
含
む
６
件
の
諸
災

害
に
出
動
し
ま
し
た
。
特
に
夏
は
台

風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
多
く
、

地
区
内
を
見
回
り
す
る
と
と
も
に
詰

所
に
待
機
を
し
た
り
、
河
川
の
氾
濫

な
ど
を
防
ぐ
た
め
土
の
う
を
積
ん
だ

り
、
避
難
場
所
に
水
や
非
常
食
を
届

け
た
り
と
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の

要
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
に
関
す
る
知
識
と
技

能
を
持
つ
「
防
災
士
」
の
資
格
取
得

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
防

団
退
団
後
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
る
各
地
区
の
防
災
の
要

と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
で
す
。

　
女
性
消
防
団
の
活
躍
の
場
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
女
性
団
員

は
、
年
間
を
通
し
て
災
害
弱
者
を
訪

問
し
て
い
る
ほ
か
、
応
急
手
当
指
導

員
の
資
格
取
得
を
進
め
な
が
ら
、
町

内
の
団
体
な
ど
に
対
し
、
応
急
手
当

の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

力
を
尽
く
す

　
消
防
団
の
活
動
は
、
地
域
活
性
化

に
お
い
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
中
で
、
消
防
団
を
通
し
て
、

10
〜
40
代
が
集
ま
り
、目
標
に
向
か
っ

て
心
を
ひ
と
つ
に
活
動
す
る
こ
と
が
、

絆
づ
く
り
や
地
域
力
向
上
に
生
か
さ
れ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
綾
町
中
心
部
の
一

部
で
無
電
柱
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
都
市
防
災
機
能
の
強
化
・

充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

ま
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

消
防
団
の
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　「
町
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
！
」

　
綾
町
消
防
団
は
、
69
年
の
長
い
歴

史
と
伝
統
、
そ
し
て
熱
い
郷
土
愛
を

若
い
世
代
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
中
核
と
し
て
全
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

操
法
大
会
結
果

（
７
月
30
日
実
施
）

ポ
ン
プ
車
の
部

優
　
勝
／
第
３
部
（
南
麓
）

積
載
車
の
部

優
　
勝
／
第
８
部
（
古
屋
・
昭
和
）

第
２
位
／
第
６
部

　（
杢
道
・
割
付
・
尾
立
・
竹
野
）

第
３
位
／
第
２
部

　（
揚
町
・
立
町
・
二
反
野
・
宮
谷
）

第
８
部
が
優
勝
。

第
３
部
、
第
８
部
が
８
月
27
日
に

宮
崎
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

東
諸
支
部
消
防
操
法
大
会

（
８
月
８
日
実
施
）

ポンプ車の部

第3部
優 勝

積載車の部

第2部
3位

本 部

第7部

第4部

第5部

第1部

積載車の部

第8部
優 勝

積載車の部

第6部
2位
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想
定
外
の
事
態
に
備
え

活
動
の
強
化
を
推
進

求む、消防団員！

綾町消防団
瀬口 通明 団長（上畑地区）

―

消
防
団
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
ね
。

　
私
は
18
歳
で
入
団
し
、
平
成
12

年
か
ら
指
導
員
、
19
年
か
ら
副
団

長
を
務
め
、
今
年
４
月
に
団
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。
消
防
団
活
動
に

携
わ
っ
て
35
年
の
間
に
、
そ
の
役

割
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
近
年
は
、
消
火
活
動

は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の

徘
徊
な
ど
に
よ
る
捜
索
が
増
え
て

―

平
成
26
年
に
定
員
が
増
員
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
団
員
を

確
保
し
て
い
ま
す
か
。

　
同
級
生
や
友
人
同
士
が
同
じ
部

に
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

入
団
し
や
す
い
配
慮
を
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
操
法
大
会
や

始
め
式
で
団
員
と
し
て
活
動
す
る

親
の
姿
を
見
て
、
あ
こ
が
れ
た
り
、

消
防
団
活
動
を
身
近
に
感
じ
た
り

し
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
「
自
分

も
父
の
よ
う
に
、
地
域
の
た
め
の

活
動
を
し
よ
う
」
と
入
団
し
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―

活
動
の
充
実
が
強
力
に
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
防
災
士
の
資
格
取
得
を
は
じ
め
、

詰
所
や
消
防
車
両
の
整
備
・
更
新

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
に
１
回
、
抜
き
打
ち
で
緊
急
模

擬
火
災
訓
練
を
実
施
し
、
技
能
や

対
応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
防
災
・
減
災
・
救

助
活
動
を
す
る
こ
と
で
地
域
の
安

全
を
守
る
こ
と
が
使
命
で
す
が
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
の
意
義
も

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域

に
お
け
る
縦
の
つ
な
が
り
や
、
自

分
の
住
む
ま
ち
へ
の
貢
献
な
ど
は
、

地
域
社
会
で
生
き
て
い
く
う
え
で

と
て
も
重
要
で
す
。

―

若
い
消
防
団
員
に
伝
え
た
い
こ

と
は
。

　
東
日
本
大
震
災
以
来
、
被
災
地

で
懸
命
に
活
動
す
る
消
防
団
の
姿

が
報
じ
ら
れ
る
の
を
目
に
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

命
を
守
り
つ
つ
、
愛
す
る
ま
ち
を

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い

使
命
感
を
常
に
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ざ
災
害
現
場
に
出
動

す
る
と
、
深
夜
で
視
界
が
悪
い
、

水
を
確
保
で
き
る
場
所
が
分
か
ら

な
い
な
ど
、
動
揺
す
る
よ
う
な
事

態
も
あ
り
ま
す
。
危
険
が
多
い
現

場
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め

の
訓
練
や
心
構
え
も
、
し
っ
か
り

指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
あ
っ
た
熊
本
大

地
震
の
よ
う
な
想
定
外
の
大
災
害

が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
綾

町
で
大
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
べ
き
か
、

そ
の
た
め
の
体
制
を
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
具
体
的
な
危
機
管
理
意

識
を
常
に
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

町民体育大会で消防団活動を PR

綾町操法大会での一コマ

綾町操法大会に出場した加藤さん（左）

第 3部団員 加藤悠司さん（25歳）

CPR 講習会の様子

あなたも地域を支える力になりませんか？
やりがいのある活動と多くの仲間が待っています！
入団するにはまずお問い合わせください。
■問い合わせ先／
　お住まいの地区の消防団または綾町役場消防管財係へ
　☎77-1112

は
い  

か
い

―

地
域
住
民
と
の
連
携
も
重
要
で

す
ね
。

　
綾
町
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害

が
な
く
安
全
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
何
が
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
経
路
や
避

難
場
所
の
確
認
を
必
ず
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
と
自
治
公

民
館
の
連
携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

危
険
な
箇
所
や
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
や
体
が
不
自
由
な
人
を

避
難
さ
せ
る
方
法
も
確
認
し
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

―

目
指
す
消
防
団
像
と
は
。

　
ま
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
、
各
公
民
館
や
消
防
局
と
し
っ

か
り
連
携
を
取
り
、
地
域
に
根
差

し
た
消
防
団
と
し
て
強
い
使
命
感

を
持
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

防災士の資格取得を推進

　
綾
町
の
女
性
消
防
団
は
、
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
自
宅
訪

問
や
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）
講
習
会
の
実
施
、
消
防
団
に
関
す

る
行
事
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
20
〜
30
代
で
、
年
齢
が
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

一
緒
に
活
動
す
る
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
が
な
か
っ

た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
知
り
合
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
消
防
団
に
入
っ
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
兄

弟
が
消
防
団
員
だ
っ
た
り
、
父
親
が
か
つ
て
消
防
団
に
入
っ
て

い
た
り
す
る
の
で
、
身
近
に
感
じ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
、

笑
顔
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
メ
ン

バ
ー
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
！班

長
　
岩
脇
加
奈
さ
ん
（
古
屋
地
区
）

　
茨
城
県
出
身
で
、
綾
町
に
移
住
し
て
４
年
目
で
す
。
農
業
を

し
て
い
ま
す
。
知
り
合
い
を
増
や
し
た
か
っ
た
こ
と
と
、
父
が

消
防
士
で
あ
こ
が
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、
消
防
団
に
入

団
し
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
一
番
年
下
で
、
先
輩
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
指
導

し
て
く
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
消
防
団
活
動
以
外

で
も
仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
綾
町
操
法
大
会
に
は
２
番
操
作
員
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
訓
練
期
間
は
約
２
カ
月
と
短
か
っ
た
け
ど
、
皆
で
一
致

団
結
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
大
会
３
位
以
上

を
目
指
し
て
、
訓
練
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
！

楽しく活動中！綾町女性消防団

消防団活動で知り合いが増えました !
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想
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の
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で
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に
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か
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敬老会を行います

社会を明るくする運動

お知らせ＆情報

　9月19日（月・祝）は敬老の日です。長年、地域や社会に尽くして
こられた高齢者の皆さんに感謝を伝え、長寿を祝いましょう。
　各自治公民館主催の敬老会は次のとおり開催されます。対象者は
75歳以上（今年度 75歳になる人を含む）の1,390人です。この中に
100歳以上は 6人いらっしゃいます。

　社会を明るくする運動の強化月間である 7月、東諸地区保護司会
綾支部は、同運動の法務大臣メッセージを前田町長に伝達しました。
また、街頭での啓発活動も実施。チラシなどを配布し、同運動への
協力を呼び掛けました。
　社会を明るくする運動は、法務省が主唱しているもので、すべて
の国民が犯罪・非行の防止と立ち直りについて考え、力を合わせて
犯罪のない地域社会を築こうという国民運動です。

（福祉保健課）

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114

日　程 地区名 時　間 場　　　所 日　程 地区名 時　間 場　　　所

9/10（土） 北　麓 11:00~14:00 綾川荘

9/18（日）

杢　道 11:00~14:00 杢道公民館

9/17（土） 揚　町 11:00~14:00 綾川荘 割　付 11:00~14:00 割付公民館

9/18（日）

上　畑 11:00~15:00 上畑公民館 倉　輪 11:00~14:00 倉輪公民館

立　町 11:00~14:00 立町公民館 二反野 11:00~15:00 二反野公民館

宮　谷 11:00~13:00 宮谷公民館 竹　野 11:00~14:00 竹野公民館

古　屋 11:00~13:00 尾原公民館 尾　立 11:00~14:00 尾立公民館

昭　和 11:00~15:00 昭和公民館

9/19
（月・祝）

四　枝 11:00~14:00 四枝公民館

宮　原 11:00~14:00 てるはの森の宿 中　堂 11:00~14:00 てるはの森の宿

神　下 11:00~14:00 綾川荘 東中坪 11:00~14:00 東中坪公民館

西中坪 11:00~14:00 西中坪公民館 麓 10:50~14:30 綾川荘

南　麓 11:00~14:00 南麓公民館 久木野々 11:30~15:00 久木野々公民館

■敬老会日程（80歳以上は敬老年金を支給しますので印鑑を持参してください）
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〜お知らせ＆情報〜

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114

国民健康保険のお知らせ　

みやざき子育て支援隊

子ども球技大会の結果

一部負担金の減額または免除について
　国民健康保険では、次の場合、被保険者が病院で支払う一部負担金（70 歳以下の場合は医療費の 3 割）
の減額または免除を受けることができます。

① 台風や地震などの自然災害で、世帯主が死亡または身体障害者となった場合や、住居などの資産に大
きな損害を受けたとき（国民健康保険税の減免世帯）

② 干ばつや冷害などによる農作物の不作で、収入が著しく減少したとき
③ 事業の休廃止や失業により、収入が著しく減少したとき

　①～③のいずれかの理由により、国民健康保険税の滞納がない世帯で、世帯の収入が著しく減少すると
見込まれ、世帯員全員の預貯金が少なく、就労できる世帯員すべてが働いている世帯が対象です。詳しく
はお問い合わせください。

　地域や社会全体で子育てを支える環境づくりを推進するために県が認証している「みやざき子育て支援
隊」として、綾町でも、民生委員や公民館長など 9 人が活動しています。
　メンバーは支援隊の黄色いオリジナルジャンパーやベストを着用し、登下校時の交通安全見守り活動な
どを行っています。

［綾町のみやざき子育て支援隊（順不同）］

　坂田 正夫さん（南麓地区）、野村 綱博さん（同）、黒木 多賀子さん（同）、同免木 孝子さん（同）
　三原 信夫さん（立町地区）、佐々木 保さん（東中坪地区）、満田 律子さん（西中坪地区）
　山元 英敏さん（麓地区）、足利 攝夫さん（同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉保健課）

　第 54 回子ども球技大会は、8 月 7 日、てるはドームで開催され、小学生の部でドッジボール、中学生
の部でソフトバレーボールが行われました。小学生 24 チームと中学生 12 チーム、合わせて約 400 人が
参加し、楽しく汗を流しました。

小学生 低学年 優勝
【揚町・古屋】

中学生 優勝【揚町】

小学生 高学年 優勝  【麓 B】

小学生低学年 小学生高学年 中学生

優　勝 揚町・古屋 麓Ｂ 揚町

第2位 西中坪Ａ 揚町 上畑・四枝
中堂

第3位 神下Ａ 昭和Ｂ 麓Ａ

健闘賞 南麓Ａ 宮原Ｂ 神下
　（社会教育課）
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〜お知らせ＆情報〜

日 時 / 9 月 10 日（土）※小雨決行
　　　  歩行者天国 午後 6 時 30 分〜
　　　  花火打ち上げ 午後 8 時〜（約 1 時間程度）
　　　  順延日 9 月 11 日（日）午後 8 時〜（予定）
場所／綾南川　三本松橋上流河川敷

秋の夜空を彩る  綾の花火大会
　36 回目となる恒例の花火大会を開催します。秋の澄ん
だ夜空のもと、約 4,000 発の花火を家族そろってお楽し
みください。
　なお、交通規制については、下の図をご確認ください。
会場および駐車場周辺にお住まいの皆さんにはご迷惑をお
掛けしますが、ご協力をお願いします。

　天候や道路の混雑状況により、時間を変更する場合がありますので、現場の警察官・警備員の指示に
従ってください。また、交通規制が始まる午後 6 時 30 分以前の通路等での場所取りは禁止しますの
でご了承ください。

■問い合わせ先 /産業観光課　☎77-3464

社会生活基本調査にご協力ください
　総務省統計局（宮崎県）では、平成28年10月20日（木）現在で社会生活
基本調査を実施します。
　この調査は、１日のうちでどのくらいの時間を、仕事、家事、地域活
動などに費やしているか、また１年間にスポーツや趣味、ボランティア
活動などどんな活動を行ったかを調査するものです。調査結果は、少子
高齢化対策や男女共同参画社会の形成などのために活用されます。
　お住まいの地域が調査対象になった場合は、９月以降、調査員が対象
世帯を訪問しますので、ご協力をお願いします。

（企画財政課）
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〜お知らせ＆情報〜

■特別協賛企業
雲海酒造㈱

■町内の企業
㈱あきやま
綾川荘
綾国際クラフトの城
㈲綾自動車整備工場
㈱綾ストアー
綾立元診療所
綾町技能者組合
綾町建友会
綾町商工会
綾町商工振興会
綾町農業協同組合
綾町ふれあい合宿センター
綾てるはの森の宿
綾・早川農苑
綾馬事公苑
綾ほんものアイス工房
㈱あゆの山水
㈲石尾モータース
㈲上野造園
雲海物産㈱
㈱エーコープみやざき A コープ綾店
大山食品㈱
㈲尾原電気水道商会
㈱グラスアート黒木
グループホーム「コスモス苑・アミーチェ」
㈲高妻造園
㈲清水モータース
㈲照葉林業
徳丸豆腐
中武自動車整備工場
西川農機商会
西川不動産
華鮮
㈲渕上工務店
ホームプラザナフコ綾店

（一社）宮崎県宅地建物取引業協会県央支部
ラーメン みそ膳
森建塗装
山下酒店
㈲ヤマト電工
㈱山福 宮崎支店

■町外企業
㈱アイアン
㈱青建築設計
㈱赤木防災
旭道路㈱
㈱石塚紙工包材
井関鉄工㈱
㈱岩切設計
㈱大江プロ
㈱大野塗装
大淀開発㈱
㈱岡本塗装店
落合技術測量㈲
㈱学教
㈱鎌田建築
㈱川越紙店
㈲川越防災
㈱河野塗装
㈱環境未来恒産
九州工営㈱
㈱九州土木設計コンサルタント
㈲久木山電気工事
㈲ＫＡＣ会計
㈲光栄工業
㈲弘栄設計
㈲郡山板金工業所
㈱国土開発コンサルタント
㈱ごとう計画・設計
㈲コラム設計
㈱三絋
㈱産商
山王道路機工㈱
㈱システム開発
柴塗装㈱
㈲新城設計企画室
積水アクアシステム㈱
㈱大博
㈱ダイワコンサルタント
㈲大和防虫センター
㈱高岡コンサルタント
㈱武田建設
㈱武田ポンプ店
てれび小僧商店
テレビ宮崎商事㈱

㈱デンサン
㈲トジキ厨房機器販売
巴設備工業㈱
㈲鳥原電工商会
㈱中神不動産鑑定所
㈱長友総研
㈲長友ビニールハウス
中村消防防災㈱
中村測建㈱
㈱日光製作所
日測コンサルタント㈱
ＰＩテクノ㈱
フェニックスコンサルタント㈱
富士工業㈱
㈱富士総合サービス
藤屋印刷㈱
㈱文宣
平和リース㈱
㈱別当設計
㈱増田工務店
㈲丸一厨房
溝口建設㈱
みつくぼ建築設計事務所
㈱南九州みかど
㈱みやえい
㈱宮崎アイホー
宮崎ケーブルテレビ㈱
宮崎交通㈱
㈱宮崎産業開発
宮崎綜合警備㈱
㈱宮崎聡電気工業
㈲宮崎体育施設
宮崎中央森林組合
㈲宮崎テレビ共聴
宮崎南菱冷熱㈱
特定非営利活動法人 宮崎文化本舗
㈱宮崎南印刷
宮崎ラビットポンプ㈲
㈱ミヤチク
㈱宮防
㈲ムトウ工業
㈱明光社
㈱矢野興業
和光電設㈱

（8 月 18 日現在）

第36回 綾の花火大会　協賛企業（敬称略・五十音順）
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〜お知らせ＆情報〜

軽自動車などの廃車や譲渡時の手続き

日本赤十字社綾町分区からのお知らせ

　軽自動車およびバイクなどをお持ちで、転入・転出、廃車、または譲渡した場合には所定の手続きが
必要です。まだ手続きをしていない人は、早めに手続きを行ってください。
※軽自動車税は 4月 1日現在の所有者に課税されます
※所有者が亡くなった場合も届け出が必要です

日本赤十字社宮崎県支部長感謝状が授与されました

　7 月 13 日に行われた第 41 回宮崎県日赤有功会総会で、綾町分区
は、日赤県支部長の河野県知事から感謝状を授与されました。これ
は、平成 27 年度の社資募集（寄付）にあたり、早期に目標額を達
成したことに対するものです。赤十字活動に必要な資金をお寄せく
ださった町民の皆さんに感謝します。

■受付中の義援金・救援金（平成 29年 3月 31日まで）

　国内災害義援金　　　平成 28 年熊本地震災害義援金（4 月 18 日～ 7 月 31 日の受付額／ 967,112 円）
　　　　　　　　　　　東日本大震災義援金

　海 外 救 援 金        中東人道危機救援金
※ 寄付は綾町分区の窓口およびインターネットで受け付けています
※ 活動資金および義援金・救援金は寄付金控除の対象となります

■日赤活動資金（寄付）受付額（7月 31日現在）　878,900 円

車　種 手続き

原動機付自転車
(50、90、125cc)

小型特殊自動車
(農耕作業用､ その他 )

転入／役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
転出／転出先の市区町村役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
廃車／役場でナンバーの返納と廃車の手続きをしてください
買い替え／役場で車台変更の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の市区町村役場で、名義変更の手続きをしてください

軽自動車二輪
(126～ 250cc の二輪車 )

軽自動車四輪
（660ccまでの四輪車）

転入・転出／軽自動車協会で住所変更の手続きをしてください
廃車／軽自動車協会で車検証・ナンバーの返納と、廃車の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の軽自動車協会で名義変更の手続きをしてください
　　　（県内の場合は県軽自動車協会　☎51-3070）

小型二輪
(251cc 以上の二輪車 )

転入・転出／陸運支局で住所変更の手続きをしてください
廃車／陸運支局で車検証・ナンバーの返納と、廃車の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の陸運支局で名義変更の手続きをしてください
　　　（県内の場合は宮崎陸運支局　☎51-3824）

■問い合わせ先 /総務税政課町税係　☎77-1113

■問い合わせ先 /日本赤十字社綾町分区（綾町社会福祉協議会）
☎77-3066　ホームページ　http://www.jrc.or.jp



☎77-0195健康センター

特定健康診査
　胃がん・大腸がん・前立
腺がん・骨粗しょう症検診
も合わせて実施します。
　申し込みをした人には事
前に受診票を送付します。
届かない場合は、健康センターへご連絡ください。

■とき／ 9 月 29 日（木）、30 日（金）
■特定健診の対象／ 40〜74 歳の国民健康保険加入者

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／ 9 月 9 日（金）午後 1 時 15 分〜
■対象／乳児と母親

妊婦相談
■とき／ 9 月 9 日（金）午後 1 時 15 分〜
■対象／妊婦（後期）

1歳 6カ月児健康診査
■とき／ 9 月 15 日（木）
■対象／平成 26 年 12 月生、
　　　　平成 27 年 1、2 月生および未受診者

おっぱい相談
■とき／ 9 月 29 日（木）午後 1 時 30 分〜

離乳食教室②（5〜11カ月児）
■とき／ 9 月 29 日（木）午後 1 時〜

無医地区巡回診療
広沢地区
　  9日（金） 13:00〜14:00
倉輪地区
　23日（金） 13:00〜14:00

もりりん健康マイレージ事業
健康づくりをすると賞品が当たります !

　町民の皆さんの健康づくりを応援する「もりりん健康マイレージ事業」の
応募が 10 月から始まります。
　今年1月から12月までの期間に、特定健診（人間ドックや職場健診も含む）
+A 〜 D の取り組みのうち 2 つを実践すると、抽選ですてきな賞品が当た
ります。
　健康づくりは、自分の身体の状態を知ることから始め、食生活の見直しや、
定期的な運動などの積み重ねが大切です。楽しく続けて、健康でいきいき
と毎日を過ごすことを目指しましょう !

お達者クラブ
時間／午前9時30分〜
場所／各自治公民館

実 施 日 地 区 実 施 日 地 区
1 日（木） 上 畑 16 日（金） 東中坪・北麓
2 日（金） 古 屋 20 日（火） 南麓・二反野
6 日（火） 中堂・神下 21 日（水） 揚 町
7 日（水） 四 枝 26 日（月） 杢 道

13 日（火） 尾 立 27 日（火） 宮 原
14 日（水） 立 町 30 日（金） 昭 和
15 日（木） 西中坪・宮谷・麓

必須項目
特定健診を受診

（人間ドック、職場健診も可）

A～Dの中から 2つを実践
A がん検診を 1 つ以上受診
B 歯科検診受診
C 健康づくりの事業やイベントに参加
D 個人の健康目標を立てて 3 カ月以上取り組む

20 歳以上が対象です。
応募用紙は役場窓口や健
康センターにあります。
ぜひ応募してください !

健康センター　節政健一郎

妊婦・乳児に関する検診・相談　　　 今月の健診
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☎77-0180綾てるは図書館

[一般書]
○ 花森さん、しずこさん、そして暮しの手帖編集部
○ 図解ウチの男子とパパの「??」がスッキリする本
○ 目の病気がよくわかる本
○ 大人のヘアスタイルBOOK
○ これならできる！自家採種コツのコツ
○ いますぐ使える海釣り図解手引
○ 決戦！川中島 冲方 丁／ほか著
○ 遊園地に行こう！  真保 裕一／著
○ どこかでベートーヴェン 中山 七里／著
○ 秋霜 葉室 麟／著
○ テーブルに何もない日 岸本 葉子／著
[児童書]
○ 恐竜は今も生きている
○ おいでよ森へ
○ 日がさ雨がさくもりがさ 佐藤 まどか／作
○ 理科室の日曜日 村上 しいこ／作
○ 魔女バジルと黒い魔法 茂市 久美子／作
○ かみをきってよ
○ ピカゴロウ
○ ぽかぽかふとんおやこ
○ 星空キャンプ

　　　※ほかにもたくさんの本が入っています

おすすめの本

小中学生の利用マナーが向上 !
　夏休みの小・中学生を見て、利用マナーが今
までに比べると良くなったように思います。以
前は、所構わず大きな声で話す子や館内を走り
回る子がみられましたが、最近は、子ども自身
が自重している様子が見られます。
　小学生の人気は「科学漫画サバイバルシリー
ズ」。綾町から立派な科学者が育つかも !?　

ひとことひとこと館長の館長の

図書館落語
　昨年も大好評の図書館落語を今年
も開催します。小学生から高年者ま
で、たくさんの人が笑って楽しめる
落語です。ぜひご参加ください。
　カウンターまたは電話でお申し込
みください。

■日時／ 9 月 21 日（水）午後 6 時 30 分〜 7 時 30 分
■対象／小・中・高校生、一般　40 人
■出演／噺家・林家九蔵さん
■募集期間／ 9 月 1 日（木）〜 14 日（水）

夜の図書館　〜こわいおはなし会〜
　昼間とは違う雰囲
気 の 夜 の お は な し
会。参加した子ども
たちは楽しんで聞い
ていました。

映画ウィーク
　アニメや外国映画など 15 作品を上映し、200 人
以上が映画を鑑賞しました。

　綾立元診療所院長の
立元祐保さん（立町地区）
より児童書 156 冊が寄
贈されました。館内に展
示しています。ぜひご利
用ください。

■おはなし会　　　
日時／毎週土曜日　午後 2 時〜 2 時 30 分
■子ども映写会（毎月第 3 土曜日）

日時／ 9 月 17 日（土）午後 2 時 30 分〜 4 時
上映作品／「おじゃる丸　銀河がマロをよんでいる」
■てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）

日時／ 9 月 18 日（日）午前 11 時 30 分〜 11 時 50 分
場所／綾馬事公苑

芝生の上での読書会
　図書館で借りた本を、青空の下でゆっくりと読み
ませんか ?

■日時／ 10 月 16 日（日）午前 10 時〜正午
■場所／綾てるは図書館前、てるはふれあい広場
■対象／幼児、小・中・高校生、一般　

エベレスト登頂登山家・立花佳之さんの講演会
■日時／ 10 月 19 日（水）
　　　　午後 6 時 30 分〜 7 時 50 分
■対象／一般 40 人

本の寄贈

9月の行事

９月のイベント

７月のイベント報告

10月のイベント

9月の休館日 毎週月曜日、20日（火）
※19日（月・祝）、26日（月・小学校運動会の振替休日）は開館
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９月の行事イベント

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／親子遊び

親子でリズム遊びやボール遊びなど楽しみま
しょう。お母さんも動きやすい服装でお越しく
ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／赤ちゃんマッサージ

心も体もリラックスさせてあげましょう。バス
タオル、フェイスタオル、赤ちゃんの水分補給
用の飲み物をご準備ください。生後 12 カ月ま
での赤ちゃんが対象です。

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／アルバム作り（№ 2）

親子遊びの写真がたくさんできています。アル
バムに整理しましょう。これからセンターデ
ビューを考えている皆さんも大歓迎です。材料
は準備します。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 10 時〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／ 9 月生まれのお友たちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。ハガ
キが届かない人はご連絡ください。

0、１、2歳児のアレルギーの特徴
0歳児の湿疹=アレルギーとは限りません
　0 歳児のころは、肌が
薄くバリア機能が弱いた
め、汗やよだれなどの影
響を受けやすいもの。あ
せもや乳児湿疹、よだれ
かぶれなど、いろいろな
湿疹や肌トラブルが出や
すい時期です。離乳食が始まってから湿疹が
出ると、食物アレルギーを心配する保護者が
多いですが、まずは病院を受診し医師による
診断と、正しいケアが必要です。

症状の出方はさまざま
全身に出なくても食物アレルギーかも
　食物アレルギーの症状は全身に出ず、口の
周りだけ、顔周辺だけということもあります。
症状が軽い場合は、命にかかわることはめっ
たにありませんが、ほかの皮ふ疾患との判別
も必要なので受診が必要です。

離乳食を遅らせても、
アレルギーの発症に関係ありません
　まれに、アレルギーが心配だから離乳食を
遅らせたいという話を聞きますが、体の成長
には母乳やミルクだけでは不十分で食物から
の栄養が必要になる時期があります。栄養が

不十分だと成長だけで
なく脳の発達にも影響
が出ることもあります。
心配な場合は離乳食の
進め方について、医師
に相談しましょう。

 プール遊び

 ７日（水) わくわく広場　

14日（水） 親子教室「コアラ」

21日（水） アルバム作り

28日（水） 誕生会

お誕生おめでとう
7月31日までに受付のあった子どもさんです

八村　優凪 [女] H28.6.28
（やむら ゆな） 保護者：崇さん [神下]

矢野　ななか [女] Ｈ28.7.2
（やの ななか） 保護者：宗高さん　 [昭和]

熊須　和奈 [女] Ｈ28.7.5
（くます わかな） 保護者：豊和さん　 [西中坪]

万膳　陽稀 [男] Ｈ28.7.12
（まんぜん はるき） 保護者：逹弥さん　 [立町]

倉田　夏葉 [女] Ｈ28.7.15
（くらた なつは） 保護者：和幸さん　 [昭和]

今月のPHOTO

☎77-1154子育て支援センター
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有機農業開発センター　 ☎77-0100

　トラクターの運転を誤ると、大きな事故につながります。トラクター事故には　①走行中の転倒・転落
②作業機の取り替え・修理時の事故　③乗降中の転落　の 3 つの特徴があります。

 走行中の転倒 ･ 転落
● 耕起が終わったら、昇降路の手前でブレーキの連結ロックをしましょう
● 草むらなどで路肩が不鮮明な場所には標識などを設置しましょう
● 狭い道や坂道、直角カーブ、鋭角カーブ、T 字路は危険です

作業機の取り替え ･ 修理時の事故
● 作業手順をしっかり学びましょう

乗降中の転落
● 特に降車時に注意し、後ろ向きに乗り降りしましょう

そのほか、機械に接触して大けがを負う場合や、公道での事故が発生する場合もあります。
十分に気を付けてください。

　7 月 13 日に平成 27 年度露地野菜生産者大会、26 日に同野菜生産者大会が開催されました。表彰された生
産者の皆さんは下記のとおりです。受賞おめでとうございます。

露地野菜生産者大会
綾町農業協同組合長賞
　小田道夫さん（二反野地区）、吉野代里子さん（宮原地区）

綾町露地園芸振興協議会長賞
　兒玉利光さん（揚町地区）

特別賞／綾町長賞
　堀久男さん（尾立地区）

野菜生産者大会
綾町農業協同組合長賞
　最優秀賞 德弘正敏さん（揚町地区）
　優秀賞 岩元和人さん（四枝地区）、日髙政行さん（西中坪地区）
　優良組織賞　平成支部（四枝地区）
綾町野菜振興協議会長賞
　努力賞 前田清寿さん（中堂地区）、平山保さん（四枝地区）、迫間達美さん（四枝地区）、
 田上友喜さん（四枝地区）、坂元芳郎さん（杢道地区）、川上富師郎さん（北麓地区）
特別賞／綾町長賞
 德弘正敏さん（揚町地区）
特別賞／宮崎県経済農業連合会長賞
 岩元和人さん（四枝地区）、日髙政行さん（西中坪地区）
特別賞／みやざき農業共済組合長賞
 平成支部（四枝地区）
感謝状 西川文一さん（昭和地区）、入船康紀さん（宮原地区）

農作業中の事故を防ごう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

露地野菜生産者大会・野菜生産者大会が開催されました
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文
芸
の

　
　
　
　

ひ
ろ
ば

国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
綾
町
か
ら
３
人
が
受
賞

　
7
月
17
日
に
行
わ
れ
た
第
29
回
国

富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会（
国
富
町
、

同
教
育
委
員
会
主
催
）の
表
彰
式
で
、

一
般
の
部
の
選
者
選
賞
（
岩
井
謙
一

選
お
よ
び
志
垣
澄
幸
選
）
に
福
重
い

く
子
さ
ん
（
割
付
地
区
）
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、柿
内
芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
）

と
小
森
愛
子
さ
ん
（
同
）
が
互
選
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

［
福
重
さ
ん
の
受
賞
作
品
］

兄
弟
の
こ
ろ
っ
こ
ろ
じ
ゃ
れ
る
声
響
く

青
き
空
へ
と
衣
干
し
お
り

［
柿
内
さ
ん
の
受
賞
作
品
］

十
歳
の
孫
に
か
ん
ざ
し
つ
け
て
や
り

嫁
ぐ
日
ま
で
を
我
も
生
き
た
し

［
小
森
さ
ん
の
受
賞
作
品
］

た
い
せ
つ
な
人
を
見
送
る
習
い
な
り

涙
で
割
り
て
薄
墨
と
な
す

みなさまのあたたかい善意に感謝します
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

6
月
29
日
〜
7
月
28
日
受
付
分

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

田
原　
健
一
／
貞
雄（
北
麓
）

柚
木
﨑
ナ
ル
／
清
人（
西
中
坪
）

前
田　
亮
子
／
栄
一（
東
中
坪
）

川
越　
美
憲
／
ヨ
シ
子（
宮
谷
）

吉
野　
千
利
／
美
津
子（
宮
原
）

塩
平　
絹
代
／
睦
夫（
東
中
坪
）

菅
沼　
和
子
／
三
代
子（
四
枝
）

木
下
加
代
子
／

　
押
田　
汎
子（
尾
立
）

綾
町
育
英
会

6
月
21
日
〜
7
月
31
日
受
付
分

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

前
平
美
代
子
／
義
治（
宮
原
）

樋
口
は
る
み
／
雅
俊（
古
屋
）

川
越　
美
憲
／
ヨ
シ
子（
宮
谷
）

綾
小
・
中
学
校7月

11
日
〜
7
月
15
日
受
付
分

［
一
般
寄
付
］

寄
付
者
／
物
品（
地
区
名
）

籾
田　
勝
男
／

　
給
食
米
1
2
1
㎏
（
西
中
坪
）

善
意
の
寄
付
・
寄
贈［敬

称
略
］

「介護家族の集い」
参加してみませんか！

　家族を介護している人や介護が必要なご本人の
生活が少しでも向上するよう「介護家族の集い」
を行っています。この集いは、介護体験者同士の
交流、悩み相談、介護知識の情報交換などを行う
ものです。ぜひご参加ください。

■日時／ 9月 15日（木）
　　　　午後 1時 30分～ 3時
■場所／高年者研修センター
■内容／レクリエーション
■対象／介護に携わっている人
※9月 12日（月）までにお申し込みください

「いきいき百歳体操」
体験会を行います

　住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らせるよ
う「いきいき百歳体操」による地区活動を推進し
ています。現在、4つの自治公民館で取り組みが始
まり、中央地区の開催を検討するため体験会を行
います。ぜひご参加ください。

■日時／ 9月 8日（木）、12日（月）、16日（金）、
23日（金）、30日（金）
いずれも午後 1時 30分～

■場所／健康センター
※シューズ、水分補給用の飲み物をお持ちください
※申し込みは不要です

■問い合わせ・申込先 /綾町地域包括支援センター　☎ 77-3141

　※　↑　籾 　作字です！注意！！
　一部分を隠してます！！
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お
知
ら
せ

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
26
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま

で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
9
月
27
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
5
4
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
、
夕

暮
れ
時
に
は
交
通
事
故
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
歩
行
中

や
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
期
間
／
9
月
21
日（
水
）
〜
30

日（
金
）

◎
重
点
項
目
／

⃝
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
な
ど
漫
然
運

転
の
追
放

⃝
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
の

交
通
事
故
防
止

⃝
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

⃝
飲
酒
運
転
の
根
絶

⃝
自
転
車
の
安
全
利
用

⃝
高
速
道
路
で
の
安
全
注
意

（
綾
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

町
民
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動

　
明
る
い
地
域
づ
く
り
と
明
る
く

健
や
か
な
青
少
年
が
育
つ
こ
と
を

願
い
、
綾
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
会
議
と
県
が
連
携
し
て
行
い
ま

す
。
家
庭
や
学
校
、
職
場
な
ど
町

内
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交

う
よ
う
皆
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
あ
い
さ
つ
で
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
心
が
け

ま
し
ょ
う

◎
期
間
／９
月
４
日（
日
）〜
10
日（
土
）

（
社
会
教
育
課
）

お
願
い

水
道
工
事
に
つ
い
て

　

給
水
工
事
や
宅
内
の
漏
水
修
繕

を
す
る
場
合
は
綾
町
の
給
水
工
事

指
定
店
に
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
尾
原
電
気
水
道
商
会

　
☎
77
－
0
2
0
6

⃝
ト
ク
ホ
建
設
☎
77
－
0
0
2
8

⃝
小
野
建
材　
☎
77
－
1
1
5
0

⃝
冨
川
設
備　
☎
30
－
7
2
2
1

⃝
西
郷
設
備　
☎
77
－
0
3
8
9

⃝
溝
口
建
設　
☎
75
－
1
0
8
8

⃝
綾
友
建
設　
☎
77
－
1
0
8
2

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

生
ご
み
バ
ケ
ツ
に
つ
い
て

　
生
ご
み
バ
ケ
ツ
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
自
治
公
民

館
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
場
所

の
確
認
後
、
新
し
い
バ
ケ
ツ
の
追

加
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
を
庭
や
畑
に
捨

て
て
、
害
虫
や
悪
臭
が
発
生
し
て

い
る
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
３
４
６
５

相　
談

人
権
擁
護
委
員
紹
介

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
が

あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
／

籾
田
孝
一
、
早
川
ゆ
り
、

中
村
清
久

◎
次
回
の
特
設
相
談
／

⃝
10
月
5
日（
水
）高
岡
総
合
支
所

会
議
室

⃝
10
月
7
日（
金
）綾
町
公
民
館

⃝
10
月
21
日（
金
）国
富
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
高
岡
、
国
富
町
の
会
場
で
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
6

常
駐
人
権
相
談
所

　
宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
－
5
1
2
4

自
殺
予
防
週
間

　
9
月
10
日（
土
）か
ら
の
1
週
間

は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
次
の
と

お
り
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
だ
れ
か

に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
幅
広
く
受

け
付
け
ま
す
。
☎
32
－
5
5
6
6

◎
受
付
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9

時
〜
午
後
7
時（
祝
祭
日
と
年

末
年
始
を
除
く
）

精
神
科
医
に
よ
る
個
別
診
療
相
談

　

ス
ト
レ
ス
や
う
つ
病
、
薬
物
・

ア
ル
コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

な
ど
に
関
す
る
本
人
や
家
族
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。要
予
約
。

◎
日
時
／
相
談
内
容
に
よ
り
異
な
る

◎
場
所
／
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

4
階（
宮
崎
市
霧
島
）

◎
予
約
先
／
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
27
－
5
6
6
3

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会（
申
込
不
要
）

　
弁
護
士
や
看
護
師
な
ど
複
数
の
専

門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
一
本
化

し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談
内

容
に
応
じ
た
窓
口
を
案
内
し
ま
す
。

◎
日
時
／
９
月
11
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

◎
場
所
／
県
立
図
書
館
２
階
研
修

ホ
ー
ル（
宮
崎
市
船
塚
）

（
県
福
祉
保
健
課
）

求　
人

介
護
職
員
募
集

くらしの情報[9月]

　※　↑　籾 　作字です！注意！！
　一部分を隠してます！！
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◎
募
集
人
数
／
介
護
職
員
2
人

◎
待
遇
／
正
職
員
お
よ
び
パ
ー
ト

◎
時
間
／
早
出
・
遅
出
・
夜
勤（
相

談
可
）

◎
資
格
／
ヘ
ル
パ
ー
2
級
、
介
護

福
祉
士
を
望
む

◎
年
齢
／
60
歳
ま
で（
相
談
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

ア
ミ
ー
チ
ェ
（
担
当
・
吉
留
）

☎
30
－
7
8
6
6

大
淀
川
左
岸
土
地
改
良
区
の

職
員
募
集

　
大
淀
川
土
地
改
良
区
事
務
局
に

勤
務
し
、
一
般
事
務
、
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
な
ど
で
造
成
さ
れ

た
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理
に

従
事
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
受
験
資
格
／
平
成
元
年
4
月
2

日
〜
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

※
学
歴
不
問

※
採
用
後
は
宮
崎
市
、
小
林
市
、

綾
町
に
居
住
し
、
勤
務
地
ま
で

1
時
間
で
通
勤
で
き
る
こ
と

◎
試
験
日
程
／

・
1
次
試
験　

11
月
13
日（
日
）午

前
9
時
〜
（
予
定
）

・
2
次
試
験　
12
月
上
旬

◎
試
験
会
場
／
大
淀
川
土
地
左
岸

改
良
区

◎
採
用
予
定
人
員
／
1
人

◎
採
用
日
／
平
成
29
年
4
月
1
日

◎
申
込
用
紙
／
大
淀
川
左
岸
土
地

改
良
区
事
務
局
で
交
付

◎
受
付
／
9
月
1
日（
木
）
〜
30

日（
金
）の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

大
淀
川
左
岸
土
地
改
良
区
事
務
局

〒
8
8
0
－
2
2
1
5

宮
崎
市
高
岡
町
高
浜
8
3
6
－
3

☎
82
－
5
4
2
2

イ
ベ
ン
ト・催
し
物

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
9
月
）

［
綾
言
葉
展
］

◎
期
間
／
9
月
3
日（
土
）
〜
29

日（
木
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

6
時

◎
内
容
／
綾
町
に
伝
わ
る
方
言
を

イ
ラ
ス
ト
と
共
に
紹
介
す
る
展

示
会（
綾
言
葉
の
冊
子
も
販
売
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
－
7
2
7
0

くらしの情報[9月]

　突然ですが私、自分の食事はすべて自分自身で作っ
ています。朝食から始まり、お昼の弁当に夜のおつ
まみ（夫婦仲が悪いわけではありません、念のため）。
家族の朝食も作るのですが、ほんものセンターで購
入する野菜ばかり使うので、どうしても野菜中心の
メニューになってしまいます。しかし旬の野菜は栄
養価も高く、品数も豊富、何よりたいへん安いので
重宝しています。
　これから迎える秋の食材の代表格はなんと言って
もキノコですね。綾の森はキノコ類の宝庫だという
ことをご存知でしたか。先日、「綾の照葉樹林プロジェ
クト」の会議の前に行われた見本林の視察時に、なん
とタマゴタケ = 写真 = があったとのこと。エコパーク推進室の職員が見つけたらしいのですが、このタ
マゴタケ、県内ではあまり食べられる文化はないものの欧米では高級食材として扱われており “ 皇帝の
きのこ ” と呼ばれているのです（「宮崎のきのこ」黒木秀一 著より）。
　強いうま味があり、フライや炊き込みご飯などが適した調理法とのこと。しかし、タマゴタケによく
似た毒キノコがあるので、要注意です。その名は “ ベニテングタケ ”。ファミリーコンピューターの「スー
パーマリオブラザーズ」に出てくる 1UP キノコのような見た目でかわいいのですが、誤食すると下痢や
嘔吐、幻覚も起こるらしく、死亡例もあるほど。「美しいものにはとげがある」と言いますが、キノコの
世界では「かわいいものには毒」があるのでしょうか。
　このベニテングタケ、見た目はかわいいけれど食べたらおいしくない私の弁当みたいで、非常に親近
感が沸くのですが…家族が腹痛を起こさないように精進します。

地域おこし協力隊　　杉本　大

地域おこし
　 　　協力隊徒然日誌
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コラム

カ
マ
ツ
カ

　
長
く
先
に
伸
び
た
口
が
特
徴
の
カ
マ
ツ

カ
。
口
の
下
に
は
1
対
の
ヒ
ゲ
を
持
つ
ユ

ニ
ー
ク
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

　
川
の
底
に
砂
が
た
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

場
所
に
住
ん
で
お
り
、
水
生
生
物
や
有
機

物
を
砂
ご
と
口
か
ら
吸
い
込
み
、
砂
だ
け

を
え
ら
か
ら
吐
き
出
す
と
い
う
食
事
の
仕

方
も
少
し
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
臆
病
で
、
危
険
を
感
じ
る
と
砂
の
中
に

潜
る
こ
と
か
ら
、「
ス
ナ
ホ
リ
」や「
ス
ナ
ム

グ
リ
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。

　
砂
地
の
多
い
川
で
水
底
を
よ
く
観
察
す

る
と
、
愛
き
ょ
う
た
っ
ぷ
り
の
カ
マ
ツ
カ

に
出
合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
中
で「
美
し
い
」

「
お
も
し
ろ
い
」と

感
じ
た
も
の
を
探

し
、
そ
れ
を
芸
術

作
品
に
見
立
て
、

皆
に
紹
介
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
自
然

の
中
を
静
か
に
歩

き
、
木
々
の
音
や

生
き
物
の
存
在
な

ど
を
敏
感
に
感
じ

取
る「
サ
イ
レ
ン
ト

ウ
ォ
ー
ク
」や
、
箱

メ
ガ
ネ
を
使
っ
た

川
の
生
き
物
の
観
察
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
は
約
2
0
0
の
体
験

活
動
が
あ
り
、
体
験
を
通
じ
て
自
然
へ
の
共
感
や

感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
自
分
自
身
も
自
然
界

の
一
部
で
あ
る
と
気
付
く
こ
と
、
周
り
の
人
や
自

然
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
自
然
を
守
る
た
め
に
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
、
命

を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
目
標
は
、「
人
と
自
然
の
共
生
」と
い

う
ま
ち
の
理
念
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
と
合
致
し
ま
す
。

　
身
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
楽
し
く
体
験

で
き
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
。
お
問
い
合
わ
せ
や

相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
77
－
3
4
8
2

　
綾
町
に
は
、
照
葉
樹
林
や
川
な
ど
豊
か
な
自
然

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
の
美
し
さ
を
体

感
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）が
あ
り
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
は
、
五
感
で
自
然
の
色

や
手
触
り
な
ど
を
楽
し
み
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
や

感
動
を
発
見
・
体
感
す
る
こ
と
で
、
人
と
自
然
を

繋
げ
る
活
動
で
す
。

　

7
月
、
綾
ユ
ネ
ス
コ 
エ
コ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ「
自
然
・
学
習
班
」と

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が
主
催
し
、
県

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会
理
事
長
の
古

田
栄
子
さ
ん
を

講
師
に
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

の
講
座
を
行
い

ま
し
た
。
大
人

向
け
の
体
験
講

座
に
は
15
人
、

中
堂
地
区
子
ど

も
会
の
登
館
日

に
合
わ
せ
た
自

然
体
験
学
習
に

は
33
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
森
の
美
術

館
」と
い
う
活

動
で
は
、
自
然

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
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　5月にシンガポールであった第
19回アジアマスターズ陸上競技
選手権大会で、玉田ゆみ子さん（尾
立地区）が上位入賞されました。
玉田さんは、昨年の第 21回世界
マスターズ陸上競技選手権大会・
七種競技で日本記録を樹立してい
ます。さらなる活躍を期待します。

［アジアマスターズ
陸上競技選手権大会入賞種目］

80mハードル‥‥ 2位
三段跳び‥ ‥‥‥ 2位
4人× 100m‥ ‥ 3位
走り幅跳び‥ ‥‥ 3位

アジアマスターズ大会で
入賞

　南国興産株式会社（弓削昭男代
表取締役、本社・都城市）の立地
調印式は 8月 2 日に行われ、綾
町は同社と協定を結びました。
　同社は肥料や飼料原料の製造、
バイオマス発電事業などを手掛け
ており、本社工場と木城工場の肥
料製品・原料の保管のため、宮原
地区に 3,231㎡の倉庫を建設す
る計画です。倉庫は9月末に着工、
来年 1月に完成し操業する予定
です。

南国興産立地調印式

　知事とのふれあいフォーラム
「こんにちは ! 河野です」は 7月
26 日、綾町公民館で開催され、
町内在住・在勤の商工業関係者や
農業生産者ら 33人が河野県知事
と意見を交わしました。
　参加者からは防災や地域経済の
活性化などの分野について意見が
出され、「無電柱化の範囲を広げ
てほしい」との要望には、河野知
事が「予算の問題もあるので町と
検討したい」と答えられました。

　四枝地区の竪元龍弘さん（88）
が高齢者叙勲で旭日単光章を受章
され、7月 19日に前田町長から
勲記、勲章の伝達がありました。
　竪元さんは昭和 54年に綾町議
会議員に当選以来、平成 3年ま
での 3期 12年間にわたり、町政
の発展および広域行政、地方分権
の推進などに尽力されました。
　今回、その功績が認められての
受章となりました。おめでとうご
ざいます。

町民が河野県知事と
意見交換

叙勲受章
おめでとうございます

　前教育長の玉田清人さん（西中
坪地区）と前教育委員の日高和幸
さん（中堂地区）が、長年の功績に
より、全国市町村教育委員会連合
会と宮崎県市町村教育委員会連合
会から教育功労者として表彰され
ました。
　お二人とも、10年以上にわたっ
て綾町の教育行政にご尽力くださ
いました。長い間ありがとうござ
いました。

　本年度から始まる綾町の無電柱
化や県土美化条例の制定をきっか
けにフォーラムが開催され（宮崎
県・綾町主催）、町内外から約 80
人が参加しました。
　スイス近自然学研究所代表の山
脇正俊さんが「持続的成功をプロ
グラムするまちづくり」と題して
講演したほか、「持続可能で美し
いまち」を語る座談会もあり、今
後の景観整備などにおける貴重な
提言を聞くことができました。

教育功労者表彰

無電柱化×景観・防災
まちづくりフォーラム開催

まちの話題　　　
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現住人口調査（平成28年8月1日現在）
総数:7,275人（+18）／世帯数:2,944戸（+11）
男:3,371人（+10）／女:3,904人（+8）
［転入‥29人、転出19‥人、出生5人、死亡6人］　※（　）は前月比

寄付金額／289,899,005円
寄付者数／19,049人
※平成28年4月1日~7月31日の合計

綾町の
人口

ふるさと
納税

広報あや10月号の配布日（各地区配布担当者への配達日）は、9月26日（月）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、9月26日（月）〜30日(金）の期間に配布される予定です。

9 月
号　

2016 N
o.175
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綾町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

　綾ふるさと夏まつりは 7 月 24 日に
行われました。綾神社の御神幸行列は
南回りで行われ、みこしを担いだ青年
団が威勢よく町内を練り歩きました。
みこしの下をくぐると健康になると言
われており、みこしの巡行を今か今か
と待つ多くの子どもたちやお年寄りの
姿が見られました。
　そのほか、子どもたちによるヨイマ
カや錦綾太鼓も祭りを大いに盛り上げ
ました。夕方から、激しい雨に見舞わ
れたため、ナイトフェスティバルは中
止となりましたが、パレードには多く
の町民が参加し、手踊りなどを披露。
2 年ぶりの夏まつりを楽しんでいる様
子でした。

Topics2 年ぶりに開催
　　綾ふるさと夏祭り




